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本論文の著者により訂正依頼がありました。訂正箇所は下記 136 ページの赤枠内です。

訂正後の内容は次ページに掲載してあります。 
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前ページ赤枠部分の訂正後の内容は下記の通りです 

 

なお、空間電荷効果を考慮しない場合のバンチ内各スライスエミッタンスは、rf 電子銃空

胴の Br の非常に僅かな非線形性のみに起因するものであり、考慮した場合のものよりも 2

桁ほど小さく計算される。にもかかわらず、投影エミッタンスが空間電荷を考慮した場合よ

りも大きいのは、r-r' 位相空間内で各スライスの r軸に対する傾きが異なっているためであ

る。本シミュレーションでは、rf 電子銃空胴での初期 rf 位相は Table 1 に示す通り 5 度であ

る。このため、電子のエミッション時、バンチ先頭では後方に比べエネルギーが低く、同時

に空胴の Bθが大きいので大きな集束力が働く。バンチ後方になるにしたがって集束力が小

さくなる。結果として位相空間内各スライスの傾きが異なってしまう。これに対し空間電荷

効果が働く場合は、バンチ先頭でビームが絞られても、空間電荷効果による反発力によって

バンチ後方とビームサイズが同等になる場合が存在し、本シミュレーションの場合ちょう

ど 50 pC/bunch の場合に相当する。この場合は位相空間内で各スライスの傾きがほぼ揃っ

ているので、空間電荷効果を考慮した場合の方が考慮しない場合よりも投影エミッタンス

が小さくなるという事象が起こっている。空間電荷効果を考慮した場合、スライスエミッタ

ンス自体も低減するが、考慮しない場合のスライスエミッタンスよりも小さくなるという

ことではない。 

 


